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　199正年 9月 27日 の午後4 時過 ぎ長崎 県 に 上陸 した 台 風 9119号は 強 風 に よ る 多大 な 披雹 を

全国 に も た ら し、 広踊市内 で は 最艮 5日間の 停電被害を受 けた 。 こ の よ うな 長 期惇電 は わ

が 国 の 政令都 市 に お い て は 初 め て の 体験 で あ り、都市型災害 の 特徴 で あ る ラ イ フ ラ イ ン 災

害 の 典型的 な 事 例で あ っ た 。 本研究 は 広島市民を対象 と した 意識調査 を 通 して
、 都市化祉

会 に お け る ラ イ フ ラ イ ン の 機能障害 の 影響 と そ れ に 対す る 住 民 の 対 応 の 実態 を明 ら か に す

る こ と を 目的 に し て い る 。 本報告 で は 、広 矗市民 の 不 安 を 中 心 に 、そ の 規定因 と 災害対 応

の 特微 に っ い て 速報す る o

　今回 の 台風 9119号災害時の 住民 の 不安 は 2 穩頬 の 不安 に 分類す る こ とが で き た 。 1 っ は

個 人 的 な 生活 に 関 す る 不安 で 、も う 1 っ は 社会 サ ービ ス の 提供 に 関す る 不安 で あ っ た 。 ど

ち ら の 不安 が 住民 lcと っ て 高 か っ た か と い え ば 、個 人的 な 生活 ‘こ 関す る 不安 で あ っ た。 こ

の こ と は 住民 が 社会 サ ービ ス の 提供 に信頼を 抱 い て い る か ら だ と考 え る こ とが で き る 。 そ

の 理 由 は、広 島市 の 中 心 部 で の 停循 が 短 く 「文明 の 島」 と して 機能 して い た た め で は な い

か と推測 さ れ る 。 こ の 地域 は 電線 の 地 巾化 に よ り塩害停電 の 影響を受 け な か っ た た め 、各

種 の 社会 サ ービ ス の 提 供 に 支障 が な か っ た 。 こ の よ う な 地域 が 居住地域 内 に 存在 す る こ と

で 、住 民 は 「文明 の 島 」 に 行 け ば サ ービ ス が 受 け られ る た め 、そ れ が 社会 サ ービ ス の 不安

が 低か っ た 原因 と考 え られ る 。

　 ま た こ れ らの 不安 を 規 定 す る要因 に は 、披 災体験 と 被害 が み られ た が 、 個人的 な 生 活 に

関 す る 不 安 は 性別 ・年齢 ・居住形態 と い e た 他 の 規 定 嬰因 も 存在す る事 が 硴 か め られ た 。

そ し て こ の よ う な 個 人 的 な 生 活 に 関 す る 不 安 が 高 い 人 は 、災害 に 対 す る 俶 え と い っ た 対 応

行動 が 遅 く、ま た 隣近 所 通 し の ロ ーカ ル な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 中心 に 情報 を 伝 達 し て い

る こ と が 特徴的 に み ら れ た 。
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広 島大 学大学院生物圏科学研究科　福永弘樹

広局大学総合科 学部 　 　 　 林 春男

1 ．は じめ に

　1991年 9月 21日 の 午後 4 時過 ぎ長崎県に上陸 した台風 9119 号 は 九州を横断 した後、日本

海沿岸に 沿 っ て 進み強風 に よ る 多大な波害を全国に もた ら した』広島市で は気圧 970．2mb、

最大風速 36．Om／s 、 最大瞬 間 風 速 58．9ru！s と広島地 方気象台の観測極地 を更新 す る 強風 に見

舞わ れ 、 広 島市内 の ほ ぼ 全域が停電 した 。 そ の 後 9 月 30 日 か ら降 り始 め た 雨に よ っ て 、 強

風 の た め に 付着 して い た 海水の 塩 勇が溶 け出 し 、 電 力供給施設 に 塩害停電が発 生 した 。 台

風及 び そ の 後 の 塩 害 停電 に よ う て 、 広島市内 は 最長 5 日 間 の 停電 被害 を 受 け た 。 こ の よ う

な 長期間 の 停電 はわ が 国 の 政令都市 に お い て は初め て の 体験で あ り、都市型災害の 特徴で

あ る ラ イ フ ラ イ ン 災害 の 典型 的 な 事例で あ っ た 。 本研究は 広 島市民 を対象と した意識 調 査

を通 して 、 都市化社会に お け る ラ イ フ ラ イ ン の 機 能障 害 の 影響 と そ れ ‘こ 対す る 住 民 の 対 応

の 実態 を明 らか に す る こ とを 目的 に して い る 。 本報 告 で は 、 広島市民の不安 を中心 に 、そ

の 規定因 と災害 対応 の 特徴 に っ い て 速報する 。

2 ．広 島市民を対象 とした意識調 査の 実施方法

（1》質問紙 の 構成

　今回 の 意識調査 の 枠組 み は Fig．1に示す とお りで あ る 。 広 島市民 の 反応を 「対応行動」

「不安」 「情報」 の 3 側面 か ら検討す る こ とを 目的 と して い る 。 そ う した反応 を規定す る

背景要因 と直接的な き っ か け要因を想定 して い る 。 背景要因 に は、外的 な要因 と して 回答

者の 「社会統計学的 な要因 」が あ り、内的 要因 と して 回答者 が こ れ まで に持 っ て い る 「災

害体験」 、 さ ら に両者の 接点 と し て の 「災書 に 対す る備え」を と りあげ た 。 ま た 直接 の ぎ

・か け と して 「被害 の 程度 」が あ る と考 え て い る 。

　具体的 に 人間 の 心 理的反 応を 述 べ る と 、 ま ず不安 と い う もの の 中に は 、 第 1 に 不安 炉高

け れば将来 を否定的 に と らえ る だ ろ うと考え 、 台風が来饅す る恐れ がある と分か っ た とき

ど の くらい の 勢力 の 台風 が 来 る の か と か 、 実際 に停電 に な っ た と き ど の く ら い 停電が続 く

と思 っ た と い っ た 将来予測 の 事 柄 をみ た 。 第 2 に 台風 来襲時 に ど ん な 状況 に 置か れ た の か

と い う こ と で 、台風 来襲時 の 被 災体験 と い う もの をあげ た 。 最 後 に 、 停電が 続 い て い た と

き に 何が 最 も不安 だ っ た か と い う こ と で 、 停電時の 不 安 と い う も の を 取 り上 げ た 。 不安に

っ い て は以上 の 3 点 に つ い て 明 らか に しよ うと質 問紙 を構成 した 。

　 つ ぎ に対応 に つ い て は時間的な変化に着 目 して 、台風 来襲時の 行動 ・停電 時の 行動 ・復

旧時 の 行動 ・備え の 強化 、 と い う 4 っ の 時間的ポ イ ン トを 設定 した 。 台風来襲時 の 行動 は、

台風 来襲時に ど こ に い たか と か 、そ の とき に 台風 に 備 え て 準 爾 を した か と い っ た 事 柄 で あ

る 。 停電時 の 行動 は 、 日常 生 活 の 変化 （食 事 ・入浴 な ど ） と か 代 替物 の 補 給 tc関す る 事柄

で あ る 。 復 旧時の 行助 は、被 害額 ・相 互扶 助に 関す る事柄で 、最 俵 に備え の 強 化 は、今回

の 台風災害 の 経験に よ り新 し く始めた B 常の 備え に っ い て の 事柄 で あ る。

　 そ して 情報 に っ い て は 、ど うい う形 で 情 報 を手 tc い れ た の か 、ど こ か ら手 に い れ た の か
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と い っ た 情 報収集 に 関 す る事柄 、 第 2 に手に い れた情報を ど う い う形 で 伝違 して い っ た の

か とい う情報伝達 に 閥す る事柄、第 3 に 停電 復旧時に どの よ うな情報が知 りたか っ た の か 、

また分 か っ た の かとい っ た 惰報内容に関する事柄 の 3 点 に ま と め た 。

　人間の 心 理 的反応 1こ っ い て は、Tab 且e 且に 簡略化 しまとめた 。 以上 の よ う な枠組み で 質問

紙 は大問 49個で 構成 され た 。 今回の 報告で は 人間の 心理 的反応 の 中の 不安 、 特に そ の 中で

も停電復 旧時の 不安 に 蕾目し、台風 9119号 災害時に 生 じた住民 の 不安を 分類 し 、 そ の 規定

要因 と不 安に よ る 搆造 的な差異に つ い て 速 報をす る 。

レ一
囀

外
的
要

因

内
的

要
因

Fig，1意識調査の枠組み

Table　 1 意識調 査 の 質 問項 目

反 応 の 内容 貿 問 番号

【不安 】

  将 来予 測

  被 災経 験

  停N 時 の 不 安

・台風 の 勢力
・停電 期 間
・生 活 の 悪 化見通 し

くq5 ｝
（Oll）
（Q4e，
｛Q且2，
く030｝

【対応 】

Φ台風 来襲時の 行 動

  長期停可時 の 行動

  災害復旧 時 の 行動

  錦 えの 強 化

・状況
・対搭 行動
・忍耐
・食事 、 ．入浴 （日 常生活の 支陣）

Cq　 g．qlo）
CQ7．Qs ）

｛Q23》
｛q20）

・ロ ーソ ク の 補給 〔代嘗 物 の 禰 給 ） ｛Q21｝
・仕 事 へ の 支 障
・仕事面
・破害額
・相 互 扶助

｛Q3Z｝
〔qs6，
｛Q31，036，039｝
（Q29）
〔Q49，

【燈 報 】

  惆 報収 集

  慨糶伝逓

  摘報内容

・
マ ス メ デ ィ ア 情 親

・公 的情轍 （機関摘穀）
・パ ーソ ナ ル な憾 報

　 　 例 と して 小 学 校

　 　 うわ さ話
・事 前共有 化
・電 話対応
・知 りた い 惰報
・分 か っ た惚粗

〔Q4，QZ4，QIT）
‘q31）

（Qls，qL9，
（Q2e）
（Q5）
（ei4．Q15．Q15。OIT，
‘QZ5）
（Q26）
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｛2）調査対象地 の選定 ・実施

　中国電 力広 島支店が まと め た停電地域 の 時間的推移 の 資料を もと に 広 島市 内 （中区 ・南

区 ・西区 ・東区）の 停電 被害 の 程度を停電期間 の 長 さに よ っ て定量化 し、町丁 目単位で 地

図上に 表 し た （Fig．2， 3｝。 こ の 地 図上 で の 被害の 大 き い 地 域 は 、宇品港付近 の 南区 と、太 田

川放 水路西側 の 西 区で あ る こ とが 明か とな う た e 作成 した地図 を も と に 、 停電 被害 が大 き

か っ た地 域 、 およ び被害 の 程度 に ば らつ きが ある地 域を 含む小学校区 を 8 っ 選定 した 。 調

査対象地と した小学校区内 の 地 域に は ほ ぼ まん べ ん な く人が住ん で い る と推測 され るの で 、

そ の小学校区内で の 実態を反映 したデ
ー

タが 収桀で きると考え られ る 。

　調査 は 、 選 定 し た 各小学校 に お い て 高学年 2 学年 の 学級担任を 通 じ て 児童 の 保護 者 に 配

布 し 、 回答者自身が記入す る留置法で 寞施 した 。 実施 は 1991年 12月 10日か らZsH に かけ て

行 っ た 。 配布数は 2，3S2票で こ の うち2．145票回収 し、 回収率は 90．　IXで あ っ た 。

3 ．台Sig119号災害時の 住民 の 不安

（1）不安の 分類

　 「停電が続 い て い た と き 、 あ な た は 次 の よ うに感 じ ま し た か 」 とい う質問 で Fig．41C示 す

9 っ の 項 目 に っ い て 4段階評定で 回答を求め た 。 こ れ ら の 9 項 目 を 主成分 分析 に よ り 、 固

有SULe以上 の 2 因子 を抽 出 し、ヴ ァ リマ ッ ク ス 回転を加え る因子鈴析 を行 っ た 。 各因子 の

固有値 、 寄与率 、 お よび各 項 目 の 因子 負荷量 はFlg．4に 示 した 。 第 1 因子は、停電 が い っ 復

旧す る か分か ら な か っ た の で 不安だ っ た 、 な ど の 5 項 目に 因子負荷 量 が高 い こ とか ら 「個

人的な生活 に関す る不安」の 因 子 で あ る と い え る 。 第 2 因子は、
．
病気に な っ た ら大変だ と

思 っ た 、な どの 4 項 目に 因子負荷凪が 高 く 「社会サ ー ビ ス の 提供 tc関す る 不安」の 因 子 で

あ る。 全体的な傾向と して 今回 の 災害で 住民が不安 と感 じ て い た 事柄は Pig，4に 示 す よ う に 、

個人的な生活の 部分 で あ り 、 社会サービ ス の 提供に つ い て はあ ま り不安を抱 い て い な い と

い える 。

　 さ らに 抽出 され た 2 因子に っ い て 因子得点 を算出 した 。 第 1 因子 と第 2 因子 の 因 子得点

の 相関係数を算出 し た と こ ろ一〇，000 と無相 関 で あり、 こ の 2 因子 は 独立 で あ る こ と が 認 め

ら弗た 。 そ こ で 各因子の 因子得点 を33．3Xつ つ 3 群に 分類 し 、 以下の 分忻を進め た 。

（2）不安 の 規定要因

　第 1 因子の 不安 の 高 い 群 （11D・低 い 群 （ZL）と 、 第 2 因子の 高い 群（2H）・低い 群（2L｝と い

う4 種類の 組み合わ せ で 、 不 安 の バ タ ー ン を規定す る属性を持 っ 人は ど の よ うな 人 に な る

の かを Table　2に 示 した 。

　第 1 因子、 第 2 因子 とも に み られ た こ と は 、 台風 に よ る被災経験 の あ る人 と屋根が壊 れ

たな ど の 物的被害が多か っ た 人に 不安 が 高 い とい う C と で あ っ た 。 ま た 第 1 因子 の み に み

られ た の は 、 30代 の マ ン シ ョ ン 住 ま い の 女性で 、 家族 の 就 労人 数 が 2 人以下、電気 ・水道

の ラ イ フ ラ イ ン 被害の 多 か っ た 人 が 不 安 が 高 い こ と だ っ た。第 2 因子 で は 、食料 の 買 い 置

きをす る 、 重要轡類を まとめ て お くな ど の 備えを多 く して い た人 に不安が高か っ た こ と が

み られ た 。　　 t
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停電復旧時期

　　漠憖不安

　　暗闇の街
被害状況不明

　今後の生活
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fig， 4 停覇 の不安

Table　2 不 安 の 属 tr〔S）

不安 の パ タ ーン

属 性 項 目 頻 度
田
一2H　　 罰1−2L　　 監レ 2H　　 IL−ZL

性別 （N 畧Iss4）
　 　 　 1，男

　　　 z．女

35且

二593

Z43
且5，2s4
．　B22s

且 ．5s9
．5

9288

・
o

訌

2
τ

　

27
5730

　鹽
　゜

263　

9騨
7

年 齢 ｛N ＃195B，
　　　 1．30才以下
　　　 2．so代

　　　 3．4e代
　　　 4．5e才 以 上

2e99299236
凪

8
の
0
」
騒

2

4
　．
　「
　●
　
0

2089

且

　

　

53

935842
　．
　°
　甼
　．

21250　

　
54

且9且
3．且

35．i55
，55
，2

　 107
　 ！．4
　 43．o
　 s5．1
・
　 o，5

居 庄 形態 （N ・且TIB）
　　　 且．一戸建て 　　　　　　8zz

　　　 2．鉄 筋 ・鉄 骨 集 合住 宅 　955

21931
．962
．且

21t44
．555
．5

t6954
．445
．5

TT39
■
　．

153　

45

獅

　
上

19

　

　
以

窟
人

人

人

H123（数
123

人労就
9！1ss6

且46

τ
29

【嗄
n
謬

3
　，
　，
　，

2585　

44
688

‘

2
　，
　，
　°

2774　

44
且8843
．1

‘4．且
Iz．8

10449
．041
．28
．8

台風 の 披 災 体験 （N ： 1944 ｝

　 　 　 1．あ る　 　 　　 　　 　 　 5S3
　 　 　 2．電 い 　　　　　　　　　13lt

z3939
．T60
．321630

．159
．9

ls931
．75S
．3ZOI24

．215
．8

物 的 披害 （e項 目 ） （N 霧 ISIO）
　 　 　 L1 項 目以 下

　 　 　 2．3項 目 ま で

　 　 　 3．5項 目 ま で

　　　 ‘．6項 目 以 上

5655go42491
24422
．54L428

．3
，．8

23021
．040
．028
．14
．3

2
ρ
05

の
67

9
　，
　°
　，
　幽

乳

5995
　

241
τ

且

694

0
　響
　゜
　鹽
　．

20673　

431

機能被害 （霞 気 ） ｛NtIs28 ｝

　　　 1．止 ま らな か っ た

　 　 　 2．翌 日 ま で

　 　 　 3．3日後

　 　 　 4，そ れ 以上

　 261183e4TT
2s90
．412
．549

．02e
．0

441952
　　3
　，
　呷
　．

9齢
0828

　

　

242

t8so

．044
．t36
．2

且9．7

1980
．038
．442
．419
，2

機 能 玻害 （水 道 ） （N ＝t89d）
　 　 　 1．止 ま ら なか っ た

　 　 　 2．3日後 まで

　 　 　 3．モ れ 以 上

儒嫋
08BOO9τ

2

2354cr
．74s
。216
．且

，巳

2Zl47
、039
．4

里3．6

曜り
4
」
00

8
　°
　，
　「

！

5

τ

7

　

62
！945z
，639
，TT
．7

IH ： 個人 的 な 生 活 へ の 不安 が 高 い ，　　　IL ： 鯉 人 的 ts生活 へ の 不安 が 低 い

2H ； 社会t 一ビ ス の 提 供 へ の 不 安 が 高 い ，2L ： 社会 サ ービ X の 提 供 へ の 不安 が 低 い
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　 （3》不安 に よ る対応 の 差異

　　 Tabl
’
e　3に 示す備え を 「台風来襲 le対 して 特別 tCしたか」 「風が激 し くな っ て きた時 し た

　か 」と い う 2 っ の 時系的位置で 質問を した 。 台風来襲 に対 して の 特別な 備え は第 2 因子 の

　 不安 の 高 い 人が 多 く備え を し て い た 。 そ れ に対 して 第 1 因子の不安 の 高 い 人 は 、子供を早

　 く帰宅 させ 、 気象情報に 注意す る だ け で 、 台風来饅に 対す る特別な備 えを しよ うとは して

　 い な か っ た 。 つ ぎ に 実際 に 風 が激 しくな っ て き た と き何か備え を し た か と い う点で は 、第

　 1 因子 、第 2 因子 と も に 不安 の 高 い 人は 備え を行 っ て い た 。 来襲 に対 し て の 特別な備 え と

　 比較 して 、 ど の程度備えが 増加 したか を見て み る と第 1 因子 の 不 安が高 い 人の 方が第 2 因

　 子 の 不安 が 高い人 よ り も増加の 傾向が 強か っ た 。 こ の こ とか ら第 正因子の 高い 人 は 、 決 し

’　 て 台風来襲時に 備えを して い なか っ たわ け で は な く、 備え とい う対応行動 が遅 く、用意が

　 悪 い と い う こ とが い え る。 それ に 対 し第 2 因子 の 強 い 人 は 、台風 来襲時 に 対す る 備 え を い

　　ち早 く行 っ て い た と い え る 。

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　Tabte　3 台風来脚 埼の ueえ CX）

台風来襲に対 して 風が彊くな っ て きた時

台風頼 時の 備えの 項目 個人的 社会サービス 個人的 社会 サ
ービ ス

高 　 中 　 低 　 　 高 　 中　 低 高 　申　低 高　中　 低

ω 　建物の なかで じっ としてい た

〔2，　窓の 補強を した

｛3｝　窓ガ ラス の 楠彊を した

⊂4｝　戸締まりを入念‘こした

⊂5｝ 外にあるもの を片づけた

‘の　立木の支 えを おこ な っ た

20．629 ．450 ．0
28．ユ　42．L　29，8
31．3　35■7　30謄0
33．0　34．8　32，2
34，136・329．1

Cl） 農作物の 取 り入れを おこな っ た　25．050．025、o
（8） 外出・通勤 ・通掌を捜えた

cg，　阜め に帰宅 した

“e｝子供を早めに帰宅きせ た

｛H 》家族の人に電 話を した

（12》気象情報に注意 した

伽 ）早 く起 きた

く14，早く寝た

｛且5）子僕を早く喪かせた

｛15，用 iC の た め起 きて いた

29，73s．332，1
36．932 ．130 ，4
37．8　33．8　2B．5●
3292　35，5　3し，3
34．5　34，2　3L◆3棲
32．1　39，5　28．4
S4，4　35．2　29．5
s5，935．129．0
3L7 　33．5　34．9

“T｝ロ ゥソク ・懐中電灯を用意した　33，置 3S．131 ．8
〔IS｝電池を用意 した

｛tg｝ラジオを用意 した

C20）萄替えの 用意を した

⊂21，食料の 用意をした

（22｝水の くみお きをした

く23）非常持ち出し袋を用意した

3L，0　37．9　31，0
32．lS7 ．130 ．8
32，333 ◆933 鹽9
34●938■525 ．5
32．137 。S　 30．2
32●6　41●9　25邑5

32，3　29．4　38．2
33，3　38．6　28．饕
39，3　30，7　30．OO書
34，2　33．9　32，0
30．1　3τ．4　3夏，9
マ5。o　o．oz5．0
39．1　30．5　30，5亭

42，329 ．528 ，2韓 o

亀0，8 　32，525 ．7ホ■●

39．33L826 。9
34．232．9 訖．9
48．234．617．3棉

43．3　31。3　25．5■■
44，633 ．322 ．1韓 ■

45．5　31■0　23．5幸奪●

3冒．τ 33，628 ．1掌榊
40．T34 ．924 ．‘轉 ・

37．8　32，τ　29．5参●0

50．0　22．5　2τ．4●
44．333 ．022 ．7拿魯象

40．3　34●5　25．1●●

55．123 ，3U ．6蓉舛

35．7　33．9　30．4辱　　　
13Z

　5　34．0　33．5
25．5　34．5　40．0　　　　32．1　43．5　23．5
24．2　45．8　30．0■兮　　　32r　5　33．3　34．2
35．5　35辱8　踟＿6■■　　37．2　32．1　30．7■
35．4　32凸5　31．！拿　　　35．2　32●8　32．1
43．9　33．3　22．7　　　　35．4　28．5　34．9
0．0　50．0　50．0　　　　　0・O　EC．0　50，0
3了．1　35，6　2T，3零　　　39．1　27，3　33＿3争
35．5　33，6　30．0　　　　38，9　31．5　29．6●

41．8　30，5　27．5iF 　　40，9　29．1　30．　O●妻

35■2　36，1　Z7噛6　　　　　‘1r9　30●8　21■3尋●

34．7　34謄8　30r5　　　　33，4　33，0　33，6
37．8　41．1　2且●1●　　　45，6　2τ，8　26，，零
32．7　35．τ　30，6　　　　34．4　32，4　33．2
35．535 ．326．1雫■　 37．332唖430．3
35含5　32呷9　3且．5　　　　10？5　31卩1　2呂．3毒毒■

33，7　3306　32．7　　　　34．3　33．4　32．3
34，2　35．0　30，8　　　　　42．1　32．9　25．O毒奪蓄

34．4　34◆監　31，5　　　　35．6　32．5　32，0
35．δ 38．225．0　 　 54．427．917．7■榊

41。5　33．9　2ら．5象蓼　　43ウ6　32．2　24．2●●

33．8　37．8　28＿4　　　　31＿5　33．2　29．3
35．5　36，5　26．9　　　　55．8　25P　9　竃7●3■●

響■■　p《．00L　■■　pく．0訌．　審　pく．05　caNO9A｝

　っ ぎ に 日 常 的な廰 え の 変化を見 る ため に 「今回 の 経験 を もと に 始め られ た こ と は あ り ま

すか」 とい う質問の 結果を Table　4に 示 し た 。 第 監因子、第 2 因子と もに 不安 の高か っ た 人

は 、何か し ら備 え の 強 化を 行 う て い る。と こ ろ で 災害 へ の 備え は以下の よ うに 3 っ に 区分

さ れ る （林、田中 1990＞ 。 第 1 に 「食料の買 い 置き」 等 の 日 々 の 更 新 が 必要 と な る よ う な

生活 ス ト ッ ク 、 第 2 に 「ろ う そ く の 用 意」等 の 1 年程度 の 期間 で 更新が必 要 となる よ うな

短 期 ス ト ッ ク 、 そ して 第 31こ 「耐震建 築 」等 の い っ た ん 設 置す れ ば 田 年程度 は更新 が 必要

で はな い 畏 期 ス ト ッ ク で あ る 。 以上 の よ う な 備え の 区分 で み て み る と 、 第 夏 因子の 不安 の

高 か o た人 は短期 ス ト ッ ク の備 え の 強 化 があ る程 度多 く 、 第 2 因子の 不安 の 高か っ た人 は

生活 ス ト ッ ク の 備え の 強化が 多 く な っ て い た a
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Table　4 日常の 爾えの 強化｛X｝

日常の 爾え 礪えの強化

日鴬の 爾え の項 目 個人的 社会サービス 偲人的 社会サ ービ ス

高　 中　 低 高　 申 　 低 喬 　 中　 低 高　 中　 低

生活 ス ト ワ ク

Cl｝水の くみお きをする

（2）食料の買い おきをす る

（3）救急 医療品 を用意す る

〔4）通帳・皿要書類を ま とめて お く

〔5，電池 の 買いおきをす る

短瑚ス Fv ク

（の 家具を固定す る

32．4　32．4　35．3
32、9　36．0　31．！
32．436．2Sl．4
32．9　34，3　32，9
32．4　34．8　32■8

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 39．131 ．且 29，T
（7）こわれやすい 品物を整理 して お く 32．e32．8S4 ，4
（e）非席 用持 ち出 し袋を用意をする

〔9｝防災ずきんを用意する

（10｝ma 付きの ス トーブにす る

（n｝携帯ラジオを馬意する

（t！｝消火器を用意 する

｛［3｝ろうそくを用意する

⊂脇｝懐中電灯を用霊け る

（15）ラン プ ・カ ン テ ラを用意する

（16）非常用の 現金を用意す る

長期ス トッ ク

cr7｝自家発電狡置を備え る

縫8｝南戸を取付る

Ctg》耐霞建築にする

‘20》嗣火建築にする

‘2t）井戸を使えるようにする

台風 19 号の 際に報道された もの

｛22｝冷蔵風跡勺の 食品 を整理する

⊂23｝損宙保険に対す る知織を高め る

20．139 ．739 ．7
3L337r　53t，3
31．0　34，8　34曾2
32．134．833．駄
34．134．630 ．1
32●2　34．9　32．9
33．2　33．5　33，3

36．730．033．3
30．7　29．0　39．5
26層94 且噸53105
27．6　40．0　32▼5
置6．7 量5‘765 ，7■

（24｝卓上 コ ン ロ ・tiス Ptンベ を用意す る　一
｛25｝近隣との コ ミA ：ケーシ s ン をよ く

｛25｝野菜の 紮 も食べ る

〔27｝地震保険 に加入す る

〔28｝風呂の 残 り渦を お とさない

（29）その他 一

43r9　32．4　23．τ■　　33．5　30，0　36．4　　　40．τ　36。4　22．9，
40．4　32．4　27．30●　35．3　33．5　31．2　　　44，5　33，0　22．5蓼■●

35，1　30．4　33．5　　　33．9　34．7　31唖4　　　42，2　3‘，7　Z3．監蓼
37，5　32．4　30．O●　　28．5　42・3　29，2　　　39，2　35。4　25．4
35．‘　33．8　30．8　　　35．2　34．7　30．0●　　32．5　35．t　32．4

40，5　35＿1　24．3
35，9　32．8　31．3
39．129 ．331 ．0
43．5 量B、s37 ．5
33●033 ，533鹽5
34．4．34，4Sl．3
34．7　31．6　33＿6
36．232 ．031 ．8●
33．6　33．8　32．6

43．815 ．831．5　　43．850』 　6，3
40．0　30，0　30◆0　　　　45．7　2．7．ユ　27．1
3S．83L 　63 且．5　 　 50．935 ，且 14．0斡
0．0　0．100．0　　 50．OZ5，625．0
2且．匚　47．43L5 　　 36，8　35．826．3
30．0　33，7　28，3乎　　35．Z　34，5　30，1
36噛641．522噛0　　46■3S4・219．5
36響4　35．7　25．9t　　3訌●7　33．7　34．5
37．1　34．9　28．O■奪　　3393　34．7　32，0
31．4　i3．　L　25■5　　　　37．3　41■2　2L，5
37，5　34．4　28．医　　　53響且　32．8　14，しit象

43，3　Z6r7　30．0　　　50．0　25●0　25，0　　　50，0　［677　33．3
Z9，532．537，T　 　50，02 且．42e．6　　2S．5 ‘2．928，5
33．1　36．9　30，0　　　20，0　50．0　20．“　　　40．0　20．0　40．0
31．3　33＿L　35，5　　　　0．0　50rO　50．0　　　　25．0　25●0　50．O
乳5，T　33■3　50．0　　　25，0　25．0　50．0　　　50◆0　25．0　2S．0

38．035．626．4
36．2　33●1　30唖8
30響2　41．5　28唖3
3且．3　38，5　30．1
33．33 了．529 唖2
28．628，642．9
39◆3　33．6　2τ曾且■

45．9　18．8　34．4

33．930r　830．3
38．527．733．9
s4。T 口．023．3韓

34．937 ．‘ 27．7
Z9．2　33．3　37．5
42．921 ．135，7
37．8　31．1　30，5
18．834，545 ，9

榊 P（ ooユ．榊 Pく．　o且．毒 P（ 05 ‘ArlovA｝

　不 安 の 構造 の 差異 に つ い て 備え と い う対応行動に は 明 らか に 違 い が認 め られ た 。 個人 的

な生 活 に 関す る不安 の 高い 人は 、 台風来襲時 に は 事前 に 備えを進 め る こ とが な い が 、 そ れ

で も風が強ま っ て き た ら備 え を し始め る とい う、対応 行動 の 遅さ が み られ た 。 そ して 台 風

災害の経験を通 し て 、 あ る 程 度 の 日常 的 な 備 えを進 め て い た こ と も見られ た 。 そ れ に 対 し、

社会 サ ー ビ ス の 提 供 に 関す る 不 安 の 高 い 人 は 、 日 常 的 に 災害 に対 し て 薗え を行 っ て い て 、

台風 が来そ うだ と分か る と早め に対応行動 を と っ て い た 。

｛4）不安 に よ る情報 の 差異

　情報 収集 に 関 して 第 1 因子 の 不安の 高低に よ り特徴 的な 差 異 が認 め られ た 。 まず特徴的

に み られ る こ とは 「台風 の 被害 に関す る 悄報は ど こ か ら得ま した か」 と い う質問 に 対 し、

第 1因 子 の 不安 の 高 い 人 は近 所 の 人か ら多 く情報を 入 手 して い て （39．3X．　 F（8，2096｝＝ 3．57，

pく．05））、そ れ に 対 して NHKテ レ ビ か らは 多 く情報 を入 手 して い な か っ た （25．　TX，　 F（S．209

6）・3．72，pく，05）。 つ ぎ に 「今回 の 台風 災害 に 関連 して 、何 か う わ さ 話 を 聞 きま し た か 」 と

い う質問に 対 して 、 第 且因子 の 不安 の 高 い 人 の 方が うわ さ話を聞 い て い た ｛38．IX，　 F（8．　20

1B）＝ 4．　28，　 pく．05））。 以上 の こ と か ら個人的 な生活 に 関す る 不安 の 高 い 人は 、 地域内で の 人

々 との コ ミ a ＝ ケ
ー

シ ョ ン が 多 くな ると い う こ とが い え る 。
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　情報伝迷に関 して は第 2 因子の 不安 の 高低 に よ り特徴的な差異が認め られた 。 　「強風が

吹 い て い た と き電話 を しま した か 」 「強風が や ん で しば ら くして 電 語を しま し た か」 と い

う質問に 対 して 、第 2 因子の 不安 の 高 い 人 が 多 く循 話 を して い た ｛F（8， 2095）・ 3．52，pく．05

：　F（8，20τ6｝冨5．19，　Pく●01）o

　情報内容に 関 して 「停電期間中 どの よ うな憶報が知 りたか っ たか」 「実際に そ れ らの 嫡

報 は どの 程度分か っ たか 」と い う質 問 の 結果 をTable　 5に示 した。 第 1 因 子 、 第 2 因 子 と も

に不安 の 高か う た人 が よ り情報を 知り
・た が っ て い た 。 特 に 第 1因子 の 不安 の 高 い 人 が こ の

よ うな情報 ニ ーズが高か っ た。 しか しそれ ら の 情報は 、 第 1因子の 不安 の 高 い 人に は分か

らなか う た と い う事実がみ られ た 。

rab巳05 停電畸の悩粗 昌 一ズ と実際に 得 られた 慵租‘幼

知 りたかりた情和 分か う た情報

項 　 　昼 砠 人的 杜会サ ービス 個人的 社会サ ービス

高 中 低 　高 申 低 　高 中 底 箭 申 低

Φ　何軒ぐ らい停電 して い るの か 　　　　　　　4吼 3　3t．4　24，鵠 榊 3e．2　33．9　！9．9●　 2臥 0　31，1　38．9，t　36．1　30．5　33．3
  　どの ような原因で 停電 して い るの か　　　39．435 ．125 ．5■韓 t5．233 ．8　31，eO　 23，135 ．340 ．6i・・ 31．436 ．931 ．7
  　どの 地 zaPt停電 して い るの か 　　　　　 ‘0．831 ，125 ，コ・．。 35．633 ．　T　 30．1◎． 23．810 ，535 ．Ti．． 37．332 ．530 ．2
  　どの よ うな 銜旧対策 2匝と られ て い るのか 　　39，，　35，l　I5．2●o． 35．5　3邑．：　32．5鱒 　24，5　31．3　髄．20鱒 43．1　21．5　1S．‘
  　　どの地域まで 復匚日し血 の か　　　　　　　　　　　　　@40，3　　34．6　　2岨．9■oo　35・1　　32．5　　3L．60 　　　星7．7　　39．1　　42r6■■◎　S6p8　　30．9　　32囓
 　　 こ こ櫨も、 っ旗1日 する の か　　　　　　　　　　　36．1　35』　25．SO 桝33．1　32．5　33．6●■　覧5，2　25．0　56．5◎● ●IO．9　3‘，1　25 』O●

8 ●■P（，OOI ，鱒PC．　Ol ，■P《． 05（ANOV

p4 ． お

りに 　今回の台風9119 号 災害 時 の住 民 の 不 安 は 2 秘 類 の不安 に 分 類 す る こ と が でき た

1 つは 個 人 的 な 生 活 に 関 す る 不 安 で 、 もう1 つ は 社 会 サ ービ スの 提 供に 関 す る 不 安 で

っ た。 ど ちら の 不 安 が 住民 に と っ て高 か っ た かとい えば 、個人的な 生活に 関 す る 不 安

あ っ た 。 こ のこ と は 住 民 が 社会 サー ビス の提供 ； cf 　 1 ” を 抱 いてい る か ら だ と 考 える
こ

が できる 。 な ぜ 社会サ ービ ス へ の 信 頼 感 が高いかと考える と、 Fig ． 3 で も明らか な よ う

、 広 島市の 中 心 部 の 中区で の 停電 が 短く 「文 明 の 島 」 と して 機 能 し て いたため で はな

か と 推測 される 。 この地域は 電 線 の地r ． 1 ・ 1 化によ り 塩 害 停 電の彫 響を受けな かっ ltt め

各 種の 社会サー ビ ス の提 供 に 支障 が な か った 。この よ うな地 域 が 居 住 地 域内 に 存在す

こ と で 、 住民は「 文明 の島 」に 行け ば サ ー ビスが 受 け られ る た め、 そ れが 社 会サー ビ

の不 安が 低 か

た原 因 と 考 えら れる。 　また こ れ ら の不安 を規定 す る 要因 に ほ 、被災体 験 と被 害

み ら れたが 、 個 人 的な生 括に 関 す る 不 安 は 性 別 ・年齢 ・居住 形 態と い った 他 の 規 定 要

も 存在 す る 事 が確かめら れた 。 そ してこ のよ う な個 人 的な生 活に 関する 不 安 が 高 い人

、災害 に 対する備えと いっ た対 応 行 動 が 遅 く 、 また 隣 近 所 通 しの ロ ーカルなコ ミ品 ニ

ー シ ョンを中心 に 情 報 を 伝 達

て
い

る

とが特
徴
的に み ら れ た 。 一 20　一 N 工工一


